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	応用
	抗原情報
	背景
	RAS（HRAS; MIM 190020参照）サブファミリーに属するGTPaseは、シグナル伝達において、GTP/GDP制御スイッチとして機能し、不活性GDP結合状態と活性GTP結合状態を切り替えます。RAPGEF5などのグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）は、活性GTP結合状態を維持するためにGTPの獲得を促進することでRAS活性化因子として機能し、細胞表面受容体とRAS活性化を結びつける重要な役割を担っています（Rebhun et al., 2000 [PubMed 10934204]）。[OMIM提供、2008年3月]、機能：RAP1A、RAP2A、およびMRAS/M-Ras-GTPのグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）。 MRAS との関連により Rap1 の活性化が阻害されます。,類似性:1 つの N 末端 Ras-GEF ドメインが含まれます。,類似性:1 つの Ras-GEF ドメインが含まれます。,組織特異性:広く発現しており、脳で最も高いレベルで発現しています。,
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	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
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	RAPGEF5抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RAPGEF5 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

